2022年12月1日
日本生活学会
会長  有末　賢

２０２２年度 今和次郎賞および日本生活学会研究論文賞
受賞者選定に関するお知らせ
                                                              	  　　　　　　　　日本生活学会は、下記の規定に則り、2022年度今和次郎賞および日本生活学会研究論文賞受賞者選定を行うことになりました。
　つきましては、会員の皆様からの推薦(今賞については自薦も可)をいただきたいと考えますので、推薦状書式はホームページからダウンロード頂きご記入の上、2023年1月31日までに下記送付先に学会事務局宛へお送り下さい（両賞とも推薦は会員のみ可能とさせていただきます）。
　日本生活学会研究論文賞選定については、対象の『生活学論叢』掲載論文一覧をご参考ください。
　なお、学会に寄贈していない著書、学会以外に発表された論文等を推薦する場合、または研究会などにおける口頭発表を推薦する場合は、選考のできる資料として、現物またはコピ－の形で添付してご推薦下さい。

お問合せ先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日本生活学会事務局　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〒162-0801　東京都新宿区山吹町358-5　アカデミーセンター
TEL：03-6824-9374　FAX：03-5227-8631　E-mail：lifology@as.bunken.co.jp
　　　　　　　　
今 和次郎賞規定

日本生活学会は、生活学の提唱者である初代会長今和次郎氏を記念し、生活研究の振興を目的として　今和次郎賞を制定する。

１．授賞は、近年に公表された個人または集団の優秀な業績（著書または論文など）を対象とする。
１月１日より１２月３１日の間に公表されたものを中心に、概ね、過去３年以内に完成されたものとする。
　　なお、該当者のないときは授与しない。
２．受賞者の資格は、原則として日本生活学会会員とする。
３．受賞者には、賞状・賞牌を授与する。
４．受賞者の選考は、選考委員会が行い、理事会で決定する。
５．選考委員会は、理事会が指名したものによって構成される。
　　選考委員のうち1名以上は過去の受賞者を含むものとする。
６．授賞式および選考報告は、毎年、日本生活学会の総会において行う。

日本生活学会研究論文賞規定

日本生活学会は、生活学の振興と研究の奨励を目的として、日本生活学会研究論文賞を制定する。
                                                           
１．授賞の対象は、１月１日より１２月３１日までの、『生活学論叢』など当学会の編集、刊行する印刷物に発表された論文、および研究発表大会、月例研究会その他、当学会の主催する研究会等で発表された報告、前記諸報告のデーターを用いてまとめられた論文、著書等とする。
　　なお、該当者のないときは授与しない。
２．受賞者の資格は日本生活学会会員とする。
３．受賞者には、賞状を授与する。
４．受賞者の選考は選考委員会が行い、理事会で決定する。
５．選考委員会は理事会が指名したものをもって構成する。
６．授賞式および選考報告は、毎年、日本生活学会の総会において行う。


２０２２年度日本生活学会
研究論文賞選定対象『生活学論叢』掲載論文一覧
（今 和次郎賞ならびに研究論文賞（奨励賞）受賞者は除く）



[bookmark: _Hlk92980103]『生活学論叢』Vol.４０

【論　文】
・セントラル・カラハリ・ブッシュマンにおける社会再編と葬儀    
 ―生と死をめぐる変化への対応―
  杉　山　由里子

・乾燥地の内陸河川下流において経験された「旱魃」 
 ―イラン・ヴァルザネに暮らす男性たちのライフヒストリーからの考察―
  西　川　優　花

【研究ノート】
・東日本大震災の仮設住宅地におけるコミュニティの活動性の形成  
 ―大槌町の仮設住宅地の住民運営の実態に基づいて―
  似　内　遼　一

・高齢期における積極的在村離農の可能性  ―元酪農家のライフストーリーを通して―
  土　田　　　拓

・公的住宅団地における高学歴技術職の中国籍住民の居住実態と地域との関わりに関する研究  ―首都圏2 団地の住民インタビュー調査から―
  王　　　　　爽・藤　井　さやか

・住宅建材の「銘木」表現にみる素材観の変容   ―戦後昭和期から現在まで―
  岡田（泊里）涼子

『生活学論叢』Vol.４１

【論　文】
・「ものがたり」と「ものづくり」からみる都市祭礼の持続                        
―東京都北区王子における「狐の行列」の事例から―
李　　　　　婧
[bookmark: _GoBack]
・基盤型アソシエーションとしての講                                  
―滋賀県栗東市目川の伊勢講勘定帳を読み解く―
笠　井　賢　紀

・写真家東松照明が直面した「基地の中の沖縄」                            
―日米の狭間で揺らぐ復帰前の現実と歴史への責任―　
吉　成　哲　平・三　好　恵真子



２０２２年度　今 和次郎賞候補者推薦状
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